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1.はじめに

我々は国立公膏研の大型レーザーレーダーを用いて1982年から成層圏エアロゾル層の制を続けて

きた｡我々の用いている国立公害研究所大型レーザーレーダーは大出力のYAGレーザーと有効径1. 5mの

望遠鋲を用いており､星間でも成層圏の観潮が出来る｡また高度分解能を30mないし75mにまで上げること

ができ鉛直分布の細かい構造まで明確に描える事ができる飽､スキャンが可能であるなどの利点を持ってい

る｡

今回の発表では1985年の12月から1986年にかけて観測された､成層圏における新しい擾乱について

発表する｡

2. 1985/1986年の散乱比プロファイルの変イヒ

寓Tは1985年から1986年にかけての散乱比のプロファイルである｡ 1985年後半に抜エルチチョン火

山の噴火の影響はほとんど見られa*ヽ｡ 1985年12月11日に高度17.5kmに散乱比1.4厚さ約1 kmのエアロ

ゾル層を観測した｡翌日の12月12日にも高度19kmで散乱比1.3のピークを観測した｡この新しいエアロゾ

ル層出現の敢候は12月1日にも見られるがはっきりしないOこの後1 2月後半にはこのエアロゾル層は出現

と消滅を練返していた1983年1月6日に高度21 kmに急激なエアロゾルの増加が見られた｡ 1月9Elには

散乱比は約3まで増加した｡
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2月以降､ 15 km付近から25 km付近までの範囲で穿つものエ7°ゾル層が断続的に現れている｡

1988年3月､ 4月においてもまだ激しい変動が見られたC

3.擾乱の原因について

我々が成層鰭で新しいエアロゾル層を観測した時期に少なくとも二つの大きな火山噴火が起こって

いる｡ 1985年11月13日のコロンビアのネバドデルルイツ火山と1985年12月1日のカムチャツカのクリュウチ

エフスコワ火山である｡

SE州Bul ietinによるとコロンビアのネバドデルルイツ火山の噴火によって少なくとも50万トンの

S02が大気中に放出されたと伝えられている｡ハワイのマウナ･ロア観測所では11月26日以降26kn以上の高
度にネバドデルルイツが起源とみられるエアロゾル暦を観測している｡一方､ N ASAの航空横搭載ライダ

ーが高緯度で18-20K鞭の高度に厚さ2. 5k約-3緬の新しいエアロゾル暦を発見しておりカムチャツカのクリユ

ウチェフスコア火山が噴火が起源であろうと伝えている｡中緯度においては1月18日にワイオミング(USA)

で､ 1月21日にガー･:ミツシュ/パ｣テンキルヒエン(西ドイツ)でエアロゾルの増加を発見している｡我々

やエアロゾルやこれらの中緯度のグループの観測したエアロゾルの増加はネバドデJUJレイツ､クリウチエフ

スコア火山の両方､またはどちらかと関係づけられるだろう｡

そこで我々は気象庁ガ数値予報に使用している全球気象データを使用して漁抄録解析を行った｡

歯2に示したのは､クリュウチェフスコワ火山の上空にある空気塊の100肋と70mbの面上での12月1日から

1即5日までの漁跡線であるB図1の散乱比プロファイルと比較すると12即伯のエアロゾル層は17 km高

度に観測されており､図2の2つのレベルの間にあたる｡ 12即1日に寵滞されたエアロゾルは100触高度の

龍跡線を見るかぎりではクリュチェフスコア火山の可能性がある｡また1月中旬に笥潤されたエアロゾル層

もクリュウチェフスコア火山が起源である可能性がある｡ただし､ 12月1日のデーターを確かな擾乱とする

とこれはクリウチェフスコワ火山では説明でき如ヽ｡ネバドデ)U)レイツ火山についても琉藤娘解析を行った
I

が筑波での観測結果とは対応していない｡しかし､低緯度での気象≠一夕の信頼性亡は問題があるのでさら

に検討が感要であるB
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